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〇やさしい緑が目に染みる森の中。生まれたばかりの小さな鳥たちの 

可愛らしい声が、あちらこちらから聞こえてきます。 aiko. 

★ 都市公園で自然観察会 県立春日公園での自然観察会（１４９ 回） 

日時：５月１８日（土）１０時から１２時まで  集合場所：公園の中央付近にある自然あそび館  

「問い合わせ先」 担当：田村耕作 Tel 090-8220-6160(田村の携帯) 

参加費 会員２００円 一般 ３００円  生きものに関心のある方ならどなたでも 
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自自然然感感  
３４６ 

 



注意 各団体とも、様々な状況により、下記の予定も当日でも変更になることがあります。 

詳しくは各団体にお問い合わせください。 

日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300 円（中学生以下無料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 日本野鳥の会 筑後支部        

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催                                      福岡植物友の会 

http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

                                     

                                  久留米の自然を守る会 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         和白干潟を守る会  
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５月２６日（日）６月２３日（日） 

久末ダム探鳥会（福津市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸） 

 

５月１９日（日）６月１６日（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松尚紀） 

 

６月２日（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12：00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

 
５月１１日（土）６月８日（土） 

大濠公園（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

問合せ：0920-573-1827（森健児） 

 

５月１２日（日）６月９日（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

６月４日（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：音楽堂ステージ側（第５Ｐ）

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

５月１８日（土） 

樹木の名札付け 

集 合：高良内幼稚園駐車場 

時 間：9：30  

昼食持参下さい、お急ぎの方は食べ

ずにお帰り下さい 

申し込み不要、当日会場へ 

問合せ：0942-43-7959（河内俊英） 

 

５月２５日（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00 

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

 

 

 

５月１９日（日）大宰府政庁跡 

森部 實（092-862-1858） 

詳細は問合せください。 

 

第１日曜 花立山（偶数月）甘木公園 

（奇数月） 10 時～12 時 

第２日曜 高良山 9 時～12 時 

第３日曜 企画探鳥会 

第４日曜 濃施山公園等 9 時～12 時 

参加費 会員：100 円、一般:200 円 

高校生：100 円（中学生以下無料）問合

せ：090-7159-3933（松富士将和） 

 

６月１日（土） 

集 合：九州歴史資料館 

第１駐車場 

時 間：9:30～12:00 

（早めに終わるかもしれません）   

問合せ：092-920-3072 

参加費：大人 200 円  

 

コロナ対策：ブログにて確認 
ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

５月２５日（土） 

定例会議 

時 間：12：00～14：00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 



くすのき ２０２４年５月号投稿原稿-本のむし    Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 
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今回は、４月１日（旧暦２月２３日）～４月３０日（旧暦３月２２日）   

までのデジカメ日誌です。(文・写真 本のむし) 

４/１（旧 2/23）太宰府市 

天満宮仮拝殿の屋根の桜が咲い

ていた。この大修理もあと２年。屋

根の桜もあと２年。 

４/２（旧 2/24）筑紫野市天拝坂 

ミツバアケビの花。雌雄同株で、

上が雌花、下が雄花。未だに実を

結ばない。もう一株いるのかな。 

４/２（旧 2/24）筑紫野市天拝坂 

家の前の法面に居たアカハラ。

若い S君がツグミの群れに居た

のを見つけてくれた。旅の途中。 

４/２２（旧 3/14）福岡市南公園 

アオキの葉の上をツクシマイマイ

が悠然と歩く。この日小雨模様だ

が濡れた様子が無い。 

４/５（旧 2/27）太宰府市都府楼跡 

民家の石垣からニホントカゲの

成体。この様な隙間のある石垣

は生態系には大切な場所だ。 

４/２３（旧 3/15）福岡市天神中央 

公園 タチイヌノフグリの、５ミリ以 

下の小さな花。１.５㎝程下には、 

ふぐり型（心形）の果実もあった。 

４/２２（旧 3/14）福岡市南公園 

エノキの葉だろうか、ゴマダラチョ

ウの幼虫が蛹化の準備か糸を吐

いている。 

４/１０（旧 3/2）八女市千間土居 

３００年前柳川藩により築かれた

矢部川の千間土居。水流調整の

クス林と水刎ね土居である。 

 

４/５（旧 2/27）太宰府市都府楼跡 

楓の花は晩春の季語。イロハモミ

ジに花が咲いていた。このあと翅

のような実になる。 

４/１０（旧 3/2）八女市千間土居 

いきなりウグイスが囀った。ホー

の時、胸膨らませて息を吸い、こ

のあとホケキョと元に戻った。 

４/２５（旧 3/17）筑紫野市天拝坂 

ハクセキレイがせっせと枯草を集

めている。巣材集めだね。営巣が

民家だと心配だが・・・ 

４/２９（旧 3/21）筑紫野市天拝坂 

今年も咲いてくれたオオヤマレン

ゲ。幹に亀裂が出来たり樹勢が

落ちているので心配だった。 

４/５（旧 2/27）太宰府市都府楼跡 

入口の堀にミツガシワが満開だっ

た。シカの好物で湿原では食害

が酷いという。氷河期の生き残り 

４/５（旧 2/27）太宰府市都府楼跡 

ヘビイチゴだろうか。黄色が鮮や

かで、花芯のオレンジ色が偽果

なのか。 

４/２３（旧 3/15）福岡市天神中央 

公園 クスノキの中からジビッと 

声。動くものを探すと頭がちらっと 

見えた。コサメビタキ。旅の途中。 

４/１７（旧 3/9）筑紫野市天拝坂 

庭のカラタチの周りをアゲハが飛

び回った。尻を突き出して産卵し

ている。上手く羽化できるか？ 



春日公園自然観察会 令和6年4月20日（土）【参加者数】６人【担当】、田村耕作 

観察は、自然あそび館～芝生広場・調整池～ショウブ池～自然風庭園～自然あそび館で歩いた。 

観察内容 曇り一時小雨、１９℃で開始。途中で雨がぽつぽつ降りだした。 

植物 ソメイヨシノは緑色、ヒメコバンソウ、コツブツメクサ、ニガナ、オニタビラコ（アカオニタビラコ、アオオニタビラ

コ）、モクレン、マツバウンラン、シャリンバイ（花）、オオイヌノフグリ（種）、 

   ハナイ花、コナスビ（花）、シロツメクサ、スイバ（花と種）、チチコグサ、ウラジロチチコグサ、タニウツギ（花）、

ヤエムヅラ、キュウリグサ（匂い）、トキワハゼ、ネジバナ（葉のみ）、オランダミミナグサ、ミミナグサ、ツボミオオ

バコ、セイヨウヒキヨモギ、オヘビイチゴ、ハルジオン（花）、ハナミズキ（満開）、ムクノキ、イロハカエデ、イチョ

ウの芽ばえ、ユキヤナギ（種）、カラスノエンドウ、カスマグサ、スズメノエンドウ、カタバミ。 

昆虫／オオスズメバチ1頭、蝶 モンシロチョウ、ヤマトシジミ、キタキチョウ、ヒメアカタテハ。 

その他の生きもの ヤモリ、ダイダイゴケの仲間（地衣類）、アブの仲間。 

野鳥 コゲラ、ハクセキレイ、キジバト、スズメ、シジユウカラ、ヤマガラ、ヒヨドリ、イソヒヨドリ（囀り）、ツグミ、メ

ジロ、カワラヒワ、ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、アヒル、カワラバト。 

感想（参加者の声）  

・ハナミズキの満開の花を観察できた。 

・身近な植物のオニタビラコを観察できた。 

・カラスノエンドウ（別名：ヤハズエンドウ）とカスマグサ、スズメノエンドウの実を比較できた。 

・チチコグサの仲間を観察した。 

・ブロック表面の褐色が生きものと知り、驚いた。ダイダイゴケの仲間（地衣類）を観察した。 

自然あそび館前で観察開始     コツブツメクサの種探し     ニガナ 

 

 

 

 

 

 

           

 

シロツメクサの花、受粉前と後              今年初めて見かけたオオスズメバチ 

 

 

 

 

 

 

     

咲き始めたマツバウンラン 

  ダイダイゴケの仲間（地衣類）  満開のハナミズキ      

 

 

 

 

 

 

 

ハクセキレイ       カラスノエンドウと蟻とアブラムシ   カタバミとアブの仲間 

 

 

 

 

撮影：田村耕作 

 

― 4 ― 



会員からの投稿 （1） 銀杏の実、発芽  原 桂子 

昨年の秋、春日公園の観察会に参加しました。 

そのとき拾った銀杏の実を植木鉢に植えたところ、 

に新芽が出てきました。楽しみです！     撮影 ２０２４年 4/15 

 

 

会員からの投稿 （２） 渋田和美    

ここ数年やたら増えてきてるアツミゲシ、今年もあちこち咲き始めました 

結構困ったちゃんの対策、手の出しようがないのでそのままにしてますが… 

みなさんどうされてるんでしょう？   

 

                                        5月1日撮影 津屋崎 

会員からの投稿 （3）秋山芽生子 博多湾の東部を中心に活動中 

博多湾東部の和白干潟、雁の巣の干潟、その周りで２０２４年４月に見かけたいきものを紹介します。 

ミヤコドリの群れ、背景は立花山山系 

         

採食中のオオソリハシシギ     ヒバリ、鳴き声が聞こえそう     タテハモドキ分布域が北に広がり中かな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家の隙間でヤモリ 

 

（編集部で選択と構成） 
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センダンの蕾が膨らんでいます        スズメも恋の季節です。        食べもの探しするクロツラヘラサギ 

 

 

 

 

 

 

事務局からのお知らせ      

会費振込について  

会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。会員の皆様、２０２３年度会費を、各自ご確認の上、郵便局にて下

記の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。 

年会費：2000円   郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

定例会に参加してみませんか？ 

次回の定例会は、令和 6 年６月 14 日（金）午後２時より事務局で行います。令和 6 年 6 月号の原稿は、6/11

（火）までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

２０２４年度の定例総会、６月下旬か７月初めに設定したいと考えています。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

編集後記 2024 年４月の定例発送会は、藤川渡と田村耕作が、それぞれの自宅で作業。 

 くすのき 4 月号の感想を 4/17 にいただきました。季節感満載ですね。 

 「クスノキはすっかり新葉に入れ替わり、コナラやクヌギなどの落葉樹もたっぷりと若葉を茂らせています。 

先日、家の石垣にオオミズアオが張り付いていました。家のツバメもただいま抱卵中です。溝口澄子」 

 

 海の中道海浜公園で月に１回、野鳥ボランティア活動に参加しています。その帰り、アイランドシテイのはばたき公園の開園を報

道で聞いていたので、ちょっと立ち寄りました。車から降りると、囀りのシャワーを浴びました。その主は、ヒバリとセッカでした。 

計画地の半分が開園したようでした。植えてある樹木にもう枯れている樹木が数本あるのが、気になりました。 

どんな姿の公園になるのでしょうか。いろいろな生きものが住める環境になると良いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

頭上でさえずるヒバリ                    枯草の先に止まったセッカ 

 

はばたき公園にて ２０２４年 4/30 撮影：田村耕作 
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